
 『ボランティア』って何だろう？？辞書で調べると、“自分の意思で
自由に考えて、人や生き物などのため、身の回りのことを良くする
ため行動すること”と記されています。
　今、藤野町では、小さいときから『福祉』について学ぶことを
目的に、藤野小学校や藤野中学校では、授業の中で福祉学習
や福祉体験などを行い、『福祉は？』について考える機会を持っ
ています。
　地区社協でも、夏休みに小学生を対象にふれあいスクー
ルを開催し、その講座を受講した小学生が、福祉のつどいで大
活躍をしました。

　藤野町では、現在次のグループが
活動しています。
・視覚障害者向けの録音サービス
・聴覚障害者を対象とした手話活動
・外国人との交流活動
・男性が中心となった料理グループ
・高齢者世帯への個別支援を行うグループ
など、16のグループが活動しています。
　誰でも気軽に参加できる活動。それが
ボランティアです。ぜひあなたの力をお
貸しください。

初めてのボランティアに挑戦！！初めてのボランティアに挑戦！！初めてのボランティアに挑戦！！
～やってみたら、意外だね！楽しさを発見…～

子どもショップ開店！！
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身近なところから、活動ができるのが
『ボランティア』です

身近なところから、活動ができるのが
『ボランティア』です

僕 カエル君に
なりました…
僕 カエル君に
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ボランティア講座ボランティア講座
～美の世界！！和紙絵をつくってみませんか～

新たな挑戦！

　藤野町地区社会福祉協議会では、ボランティア活動の
新たな分野を体験していただくため、『和紙絵づくり』の
専門講座を開催します。
　動植物や風景を、小さな色紙に
色和紙をちぎって貼り付けて表現
する技法で、色鮮やかな世界を表
現します。
　ぜひ、あなたも参加してみませ
んか。

日　時：１月23日（土）、2月13日（土）
　　　　午後１時～３時
定　員：20名
場　所：藤野中央公民館２階 多目的室
講　師：れんぎょうの会会員
申込先：市社会福祉協議会藤野町地域事務所
　　　　電　話 042-687-3361

地区社協の財源確保の一環として駄菓子などの販売を行いました。

お問合せは、ふじのボランティアセンター
電話　042-687-3361

第17号　2009年（平成21年）12月20日

「市社会福祉協議会」は、
皆さんの参加と支えあいで
福祉のまちづくりを進める
社会福祉法に位置付けられた

　  民間の福祉団体です。
〈発行〉社会福祉

法　　人 相模原市社会福祉協議会
藤野町地域事務所

〒229−0292　相模原市藤野町小渕2000番地
　　　　　　　藤野総合事務所 2階
☎ 042（687）3361　　FAX 042（687）4049

ホームページ　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/
Eメール　fujino@sagamiharashishakyo.or.jp

本紙は、偶数月20日発行です。

賛助会員募集結果について
 一般賛助会費　558,600 円
（地区配分金額　167,580 円）
 特別賛助会費　150,000 円
（地区配分額　 　120,000 円）

　藤野町地区で募集した、平成 21 年度相模原市社会福祉協議会賛助会員の募集
にご協力をいただきありがとうございました。藤野町地区では、募集目標を上
回る会費が集まりました。
　また、藤野町地区社会福祉協議会に配分された 287,580 円は、高齢者の
サロン『のびのび』クラブの運営経費として、講習会の開催や作業経費として
使われます。
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使用済み切手、書き損じハガキをお譲りください使用済み切手、書き損じハガキをお譲りください使用済み切手、書き損じハガキをお譲りください
　ふじのボランティアセンターでは、使用済み
切手と書き損じのハガキを集めています。集まっ
た切手、ハガキ類は、整理分類され専門業者に売
却し換金されます。換金された資金は、相模原ボ
ランティア協会を通じて、障害者送迎用のハンデ
ィキャブの購入資金となります。ぜひ、ご協力ください。

お問い合わせは、ふじのボランティアセンター　電話042-687-3361

　藤野町地区社会福祉協議会では、１円募金に
ご協力してくださる方を募集しています。つり
銭であまった１円玉を専用のボトルに入れてく
ださい。

専用のボトル、また寄付金に関するお問い合わせは
藤野町地区社会福祉協議会　電話042-687-3361

にご協力ください１ 円 募 金

1

17 号 2009年（平成21年）12月20日（2）

次号社協さがみはら「みんないいひと」ふじのだより 18 号は
2010 年（平成 22 年）2 月 20 日発行

録音版・点字版の発行録音版・点字版の発行録音版・点字版の発行
　「社協さがみはら　みんないいひと　ふじのだより」は、
録音版・点字版の発行も行っております。
　詳しくは、藤野町地域事務所までお問合せください。

地域の福祉、
みんなで参加

赤い羽根
共同募金

10月1日　12月31日

共同募金は
このように使われます

　今年も１０月から全国一斉に共同募金運動が始まりました。
　この「共同募金」は、民間の社会福祉の資金として使われます。高齢・障
害・児童などの社会福祉施設や障害者地域作業所の改修費用や備品購
入費、地震や風水害など災害時の活動費として、地域の社会福祉協議
会が実施する地域福祉活動の推進費等に使われます。
　また、年末助け合い募金は、市内の低所得世帯への援護金の支給、
寝たきり高齢者を介護している世帯への激励品の支給や障害者地域

作業所、地域活動センター、福祉ホーム等や認
定保育施設への助成として使われます。

10月３１日現在の募金額
「赤い羽根」　　　　９６８，５１２円
「年末たすけあい」　２１６，６９０円

お問合せ：共同募金会相模原市支会藤野町地区分会
　　　　　（市社会福祉協議会藤野町地域事務所）
　　　　　電話 042―687－3361

福祉の祭典福祉の祭典福祉の祭典福祉の祭典 ～福祉のつどい、
　福祉バザーを開催しました～

　晴天に恵まれた10月12日の体育
の日、藤野町地域の福祉の祭典『第
３回福祉のつどい』、『第32回福祉
バザー』を新設された藤野中央公民
館で開催しました。
　福祉のつどいでは、今年から新たに
福祉体験コーナーを設置しました。

このコーナーでは、障害者向けパソコンの操作に小学生がチャレンジ
したり、アロマ体験では、インフルエンザウィルスの膜を溶かすアロマ
オイルを散布しました。また、午後の活動発表では、のびのびクラブの
メンバーによる水戸黄門様の寸劇やボランティアグループ「おはなし
でんでんむし」によるお話、オカリナグループの演奏、フラダンスの披露
など、普段地域で活躍する団体の活動を知る機会ともなりました。
　皆さんにご協力をいただいた、バザー
の売り上げは右記のとおりです。今年の
年末福招き事業、給食サービス等に
活用されます。

バザーの売上金　133，245円
1円募金額　　　　　6,196円

インフルエンザ情報インフルエンザかなっと思ったら…

　熱が出ても比較的症状が軽く、呼吸や意識に問題がなければ、水分補給を
行いながら、翌日まで待って医療体制の整った日中に『かかりつけ医』に受診
しましょう。
　なお、顔色がすぐれない、意識障害、けいれん、呼吸が速い、意味不明の言葉
を言う、おう吐などがあればすぐに医療機関へ受診することが必要です。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 （相模原市医師会）

障害のある方のためのパソコン講座

ふじのパソコンクラブへどうぞふじのパソコンクラブへどうぞ

～パソコンで写真をアレンジしてみませんか～

～初心者向けにパソコンの使い方を学んでいます～

　パソコンを使って写真の取り込みをはじめオリジナルカレン
ダーやハガキ等を作成します。

　藤野町地区社会福祉協議会が毎月1回実施している障害者向
けパソコン教室「ふじのパソコンクラブ」では、毎回定員を上回る
参加があり、好評を得ています。（障害者に限らずどなたでも参加
できます）
　今後は、名刺作りやはがきの作成、メールの送受信など、新たな
分野に挑戦していきます。

日　時：平成22年１月17日・24日・31日
　　　　いずれも日曜日の午後２時～４時
会　場：津久井生涯学習センター １階会合室Ｂ（津久井町三ヶ木414）
対　象：市内在住で障害のある方10名（申込順）
締切り：平成22年１月８日（金）

開催日：１月９日（土）、２月６日（土）、３月６日（土）
　　　　いずれも午後１時～３時
場　所：ともしびショップアップル（ＪＲ藤野駅前）
お問合せ・申し込みは、藤野町地区社協　電話042-687-3361へ

申し込み先：市社協　地域福祉グループ
　　　　　　電 話 042（756）5034  
Ｅ メ ー ル：tiiki@sagamiharashishakyo.or.jp　

大 好 評 ！！




